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１ 温暖化対策地域協議会について



1.1 温暖化対策地域協議会について

名称 ：横須賀市地球温暖化対策地域協議会

活動目的：横須賀市域での地球温暖化対策の

取り組みを推進する

構成員 ：市民・市民団体・事業者・市など



1.2  地域協議会の構成
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1.3  省エネルギー推進PTについて

・ＰＴの活動目的

温暖化対策を進め、

子供たちの未来に、

住み良い地球を残す

・私達の活動

節電コンクール、緑のカーテンコンテスト等の実施

節電、省エネ活動の普及、啓発、実行

⇒ パリ協定のＰＲ

地球温暖化問題を考えるきっかけを作る



２ 応募・入賞状況

小学生 中学生

応募 ４ １１５

最優秀賞 ０ １

優秀賞 １ ３

佳作 １ １７

努力賞 ２ ０

団体特別賞
最優秀賞

横須賀市立
鴨居中学校

応募 １８

最優秀賞 １

優秀賞 ３

佳作 １１

継続賞 ー

緑のカーテンコンテスト節電コンクール



３ 講評



3.1節電コンクール 最優秀賞
中学生の部

・やったこと
エアコンを使わずに涼しくなる方法と
節電方法を考える
➀ 植物を増やす ② 窓を開ける
③ バケツの水＋うちわ、扇風機
④ 薄い素材の服を着る ⑤ こまめに
電気を消す ⑥ １つの部屋で過ごす

・効果
① 工夫する楽しみを見つけた

② 家族の節電意識が高まった

③ 家族の絆が深まった

最優秀作品を添付



3.２節電コンクール 優秀賞
小学生 ➀

・やったこと

でんきポスター大作戦
姉妹で協力して節電ポスターを作り
➀ トイレ ② 洗面所
に貼った

・効果、学んだこと
① 家族みんなの消し忘れが減った
② 「これからも続けたい」という

節電意識が芽生えた

最優秀作品を添付



3.2 節電コンクール 優秀賞
中学生➀

・やったこと
➀ エアコンの節電
・各部屋で使っていたのを各階1台にした

・日当たりの良い部屋のシャッターを閉めた
② 照明の節電
・電球をＬＥＤ電球に換えた

・庭の照明をソーラーライトに変えた

・効果
① エアコンの使用数、回数が大幅に減った

② ソーラーライトは電気代0円

③ 節電を通じて環境を良くしようと思った

最優秀作品を添付



3.2 節電コンクール 優秀賞
中学生②

・やったこと

➀ エアコンの設定をおすすめ節電にした

② 節電タップを使用

③ エアコンは家族が集まるリビングだけ

④ ウォシュレットはスーパー節電に設定

・効果
➀ 扇風機との併用で涼しさアップ

② リビングに集まると照明も節電

③ 節電モードの家電が多い事に気付いた

最優秀作品を添付



3.2 節電コンクール 優秀賞
中学生③

・やったこと
電気を知って上手に節電

➀ 消費電力ランキングを調べた

② ランキング上位の家電で節電実施
・ドライヤー ・エアコン ・掃除機 等

③ 電源プラグにタグを付け意識付け

・効果
① 日々節電を意識するようになった

② これからも節電を続けようと思った

③ 家族との意識共有が出来た

最優秀作品を添付



3.3 節電コンクールの効果

・使わない節電から上手に使う節電へと意識が変わった

・家族と工夫しての節電でコミュニケーションが増えた

・節電の取り組みを今年の冬も、来年も続けようと思った

・温暖化を遅らせるため一人一人の心がけが大切と思った

・節電は家族の協力が大事と気付いた

これからも家族と色々な節電を探して行きたい



3.4 緑のカーテンコンテスト
最優秀賞

・工夫・自慢
① 東側テラスの大規模「ゴーヤ棚」は

遮光性と温度低減効果大

② 西側の窓は高密度カーテンとした

③ 十数年ゴーヤカーテンを育てている

・効果
① 遮光効果が抜群

② ３～５度の温度低減効果で、

エアコンいらず

③ 育てる楽しみも

最優秀作品を添付



3.4 緑のカーテンコンテスト
優秀賞➀

・工夫・自慢
① ２階まで届く大規模カーテンを

ゴーヤと朝顔を混合して育てた

② 新規に西側玄関の窓にも作った

・効果
① ６度以上の温度効果

② 高密度カーテンで目隠しに、

防犯効果にもなり一石二鳥

優秀賞作品を添付



3.4 緑のカーテンコンテスト優秀賞 ②

・天候と連作のせいか
育ちが悪かったが、
工夫してカーテンにした

・風通しも、遮温性も抜群

・愛犬の避暑地にも・・・

・採光を考え窓から離した
・地植えのせいか乾燥に強く
ビックリ
・明るい室内で節電に
・大豊作でご近所にお裾
分け、話題の花も咲いた



4  地球温暖化対策
-適応策を考えよう -



4.1  温暖化対策世界の動き

・世界規模での気温上昇、異常気象の頻発

危機意識から温暖化対策は実行の段階に

⇒ パリ協定（国際条約）合意：2015年

同、発効：2016年11月4日

2018年末：具体的削減計画、ルールを策定予定

2020年～：ルールに従い削減実行 2100年までも続く
（5年毎に削減量見直し）



4.2 パリ協定の大切さ①
・決まったこと （全世界の合意、目標）

①世界平均気温の上昇を産業革命前と比較して

２℃以下にする また、1.5℃以下にとどまるよう努力する

② 21世紀後半に温室効果ガスの排出を実質０にする

2050年では全世界で40％～70％のCO2削減

③適応策の推進（温暖化の被害低減）

・パリ協定を受けての日本の動き

➀ 緩和策( CO2削減) 2050年目標：2013年比80％の削減

② 適応策 気候変動適応法成立・施行



4.2 パリ協定の大切さ②

地球温暖化で日本も世界も大変な影響を受ける

昔（50年前） 今(1℃上昇) 30年後(２度上昇)

猛暑日（東京） 無し 年数回 今の２倍以上

台風の強さ
(瞬間風速）

強い
（50～65m）

非常に強い 15､19号
(65～80m）

猛烈
(80m以上）

ゲリラ豪雨・
大洪水

無し
（夕立程度)

西日本豪雨
九州豪雨､等､頻発

今の２倍以上の
頻度

海面上昇 0m ５～１０cm程度 ３０～９０cm



4.3 パリ協定の二本柱

1. 緩和策（脱炭素化）

・再生可能エネルギー化 風力発電、太陽光発電､等の導入

・節電、省エネの推進

・電気自動車（EV)の導入 ＥＶシフト 等

2. 適応策(温暖化による被害を減らす、台風・洪水対策、等）

・日本では 気候変動適応法成立 2018年12月1日施行

⇒ 各自治体は地域の適応計画を整備する

・私たちにも出来る事が有る？ 考えてみよう



4.4  私たちに出来る適応策

１．台風・ゲリラ豪雨、等による風水害対策
➀ 今出来ること

・ハザードマップの確認 ⇒ 早めの避難
・非常食・非常飲料の準備
・家族の避難計画、避難訓練

② 根本対策

・危険地域には住まない

大きな川の近く、 急峻な崖の近く、海岸近くの低地、等

・家の強靱化
屋根、窓等の強化
停電、断水対策（ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ＋EV蓄電池、雨水タンク、他）



4.4  私たちに出来る適応策

２． 猛暑対策
➀日々出来る事

・熱中症対策 帽子、日傘、水筒持参の外出
・犬の散歩は早朝に
・夏休みの宿題も早朝に
・グリーンカーテンの活用

② 根本策
・家を涼しくしよう（改築、新築時に考える）
風通しの良い家 天井は低く（空調の効率化）
家の周囲を緑化 窓には庇、雨戸、カーテン



4.5 お願い

・パリ協定を良く知ろう

・緩和策だけでなく、適応策も考えよう

・節電、省エネを夏休み以降も、継続しよう

・適応策も大事と、まわりの人に広めよう

・今回の受賞をきっかけに

環境や、温暖化対策の勉強を始めよう



５ まとめ

・たくさんの応募ありがとうございます

これからも、節電、省エネを進め、地球温暖化を防ぎましょう

・節電コンクール

① 節電の意識が議論から実践に変わってきた

② 冷房の他、照明、掃除機等で、様々に工夫している

③ 家族で協力しての継続実施が増えた

・緑のカーテンコンテスト

① テラスをゴーヤ棚にする、等の、大規模カーテンに圧倒された

② ５℃以上の温度低下で節電に大きく貢献

③ 収穫のお裾分けでご近所も笑顔


